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（４） 進路指導の方針

１ 本年度の達成目標

（１） 一人一人の生徒が自らの希望と適性に応じ、現在及び将来の在り方や生き方

を考え、自らの主体的な努力によって進路を切り開く力を育成する。

（２） 進路指導部を中心に、担任・学年団・各教科と連携を図りながら、進路指導

を本校の教育活動全体の中で計画的・組織的に実施する。

（３） 限られた時間の中で、いかに学力を伸ばし、生徒の進路希望を実現するかを

学校組織のすべてをあげて研究し実践する。

（４） 多くの教員が奨学金制度を理解し、指導できる体制を作る。

２ 進路指導計画

（１） 年間進路指導計画に基づき、進路ホームルーム・進路体験セミナー・進路講

演会・進路通信、あるいは実力考査・模擬試験等を活用し、年次進行に応じた

進路意識の醸成に努める。

（２） 「進路選択の手引き」を発刊し、生徒が主体的に進路意識を形成するための

情報を提供し支援する。

（３） 「進路体験セミナー」を１，２学年の生徒全員を対象として実施する。

第１学年は「望ましい職業観、勤労観の育成」を主目的とする。

第２学年は「大学等の学校研究を主体的に行う」ことを主目的とする。

（４） 大学・専門学校関係者や卒業生による「進路講演会」を実施し、生徒の進路

意識の喚起に努める。

（５） 進路を主題にした保護者説明会を効果的に実施し、保護者との連携を図る。

（６） 進路指導の観点から、大学等の体験授業・模擬講義などを積極的に活用する。

３ 進路相談の充実

（１） 進路指導室の常駐教員を確保し、進路相談体制の充実を図る。

（２） 各種奨学金の相談等にも対応し、総合的に生徒の進路保障を図る。

（３） 生徒が常時使用可能な進路資料室を設置し、生徒が主体的に自らの進路を検

討するための資料を提供する。

４ 学力向上のための対策

（１） 様々な進路情報を各教科に提供しながら教科指導の充実を援助する。

（２） 平日放課後及び土曜日、また長期休業中の進学講習の充実を図り、生徒の進

路希望実現を図る。

（３） 生徒が積極的に自主学習に取り組むよう、各教科と連携して意欲を喚起する。

(４) 生徒が落ち着いて集中して学習できるよう自習室の整備を図る。


